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京都大学機械系工学教室の礎を築いた教授たちの肖像写真 
 

牧野俊郎（S47/1972卒） 
吉田英生（S53/1978卒） 

 

 われわれの京都大学機械系工学教室は、本年には創立から満123年を迎えよう

としています。教室がますます発展していくためには、教室の未来を展望すると

ともに、ときには過去を振り返ってみるのがよいでしょう。そのときに、大学や

教室が刊行してきた大学史・小史等[1-20]や建物の図面・写真等[3,7,10]は重要な

資料になりますが、加えて、教室の礎を築いた方々の姿を知ることができればさ

らによいでしょう。そこで、筆者らは、大学創立のM30（1897）年からS37（1962）

年までの間に京都大学工学部機械系工学教室の講座を担任された教授たちの肖像

写真を求めここに示すことにしました。 

 そのM30（1897）-S37（1962）年の間に、京都大学は、京都帝国大学→（旧制）京都

大学→（新制）京都大学と改称されました。工学部は、理工科大学→工科大学→工

学部と改称されました。機械工学科は、機械系工学科（機械工学科・精密工学科・

機械工学第二学科）に発展しました。加えて、S28（1953）年に新制の大学院が設置

されて以降、学部課程と大学院課程を束ねる組織として教室という名称が用いられて

きました。これらの呼称の変遷を年表的に示すと次のようになります。 
 

==============================================  
  M30（1897） 京都帝国大学の設置 
    理工科大学機械工学科の設置 
  T03（1914） 理工科大学を工科大学・理科大学に分離 
  T08（1919） 工科大学を工学部と改称 
  S22（1947） 京都帝国大学を京都大学と改称 
  S24（1949） 新制京都大学の発足 
  S28（1953） 新制大学院の設置 
  S35（1960） 精密工学科の新設 
  S37（1962） 機械工学第二学科の新設 

-------------------------------------------------------------------------------- 
 

 S37（1962）年までの間には、教室は、教授1名・助教授1名・助手2名からなる

‘112’の講座の数・その数に対応する教官ポスト数・学生数を増加させることがで

きました。これは、教室の研究・教育を充実させる礎が築かれていったことに通

じます。S37（1962）年までに教授に就任された方は、この意味で、努力が報われ

幸運であったといえるでしょう。というのは、その後、政府はとくに人件費を極
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力抑えるべく教官ポスト数の増を抑えながら講座数を増すという貧しい策をとる

に転じたからです。ともあれ、M30-S34（1897-1959）年の間に設置された機械工学

科の8講座とその担任教授のお名前を次の表に示します： 
 

=================================================== 
 

 機械工学第一講座：M30（1897） 
  朝永正三 ─ 菅原菅雄 ─ 佐藤 俊 ─ 大東俊一 
  機械工学第二講座：M30（1897） 
  大塚 要 ─ 堀 覺太郎 ─ 西原利夫 ─ 河本 實 ─ 平 修二 
 機械工学第三講座：M30（1897） 
  朝永正三 ─ 金子 登 ─ 田伏敬三 ─ 神元五郎 ─ 森 美郎 
 機械工学第四講座：M32（1899） 
  松村鶴蔵 ─ 濱部源次郎 ─ 長尾不二夫 
 材料強弱学講座： M34（1901）→（改称）材料力学講座：S28（1953） 
  松村鶴蔵 ─ 西原利夫 ─ 河本 實 
 機械工学第五講座：M35（1902） 
  大塚 要 ─ 佐々木外喜雄 
 機械工学第六講座：T10（1921） 
  菊川清作 ─ 奥島啓弍 ─ 佐々木外喜雄 ─ 大屋根守哉 
 機械工学第七講座：T11（1922） 
  藤本武助 

--------------------------------------------------------------------------------------- 
 

 以下に、大学創立のM30（1897）年からS37（1962）年までの65年―この記事の冒

頭に述べた123年のほぼ半分―の間に京都大学工学部機械系工学教室の講座を担

任された24名の教授の肖像写真を紹介します。お名前に続く担任講座のなかには、

上表に挙げた機械工学科に属する講座に加えて精密工学科・機械工学第二学科に

属する講座も含めています。 

 

    
 朝永正三 教授 大塚 要 教授 松村鶴蔵 教授 
 機械工学第三講座（M31-38） 機械工学第二講座（M31-43） 機械工学第四講座（M34-38） 
 機械工学第一講座（M38-T15） 機械工学第五講座（M43-S04） 材料強弱学講座（M38-S06） 
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 金子 登 教授 堀 覺太郎 教授 濱部源次郎 教授 
 機械工学第三講座（M38-S05） 機械工学第二講座（M43-T07） 機械工学第四講座（T06-S14） 
 

    
 菊川清作 教授 西原利夫 教授 菅原菅雄 教授 
 機械工学第六講座（T11-S20） 機械工学第二講座（T14-S07） 機械工学第一講座（S06-34） 
  材料強弱学講座（S07-28） 
  材料力学講座（S28-32） 
 

    
 田伏敬三 教授 藤本武助 教授 佐々木外喜雄 教授 
 機械工学第三講座（S08-21） 機械工学第七講座（S14-17） 機械工学第五講座（S15-35） 
   機械工学第六講座（S35-37） 
   精密計測工学講座（S37-43） 
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 長尾不二夫 教授 河本 實 教授 奥島啓弐 教授 
 機械工学第四講座（S16-38） 機械工学第二講座（S22-32） 機械工学第六講座（S25-35）  
 動力熱工学講座（S38-44） 材料力学講座（S32-51） 精密加工講座（S35-50） 
   精密加工学講座（S50-52） 
 

    
 神元五郎 教授 平 修二 教授 佐藤 俊 教授 
 機械工学第三講座（S25-34） 機械工学第二講座（S32-35） 機械工学第一講座（S34-37） 
  高温材料工学講座（S37-53） 流体工学講座（S38-40） 
   伝熱工学講座（S40-58） 
 

    

 森 美郎 教授 大東俊一 教授 會田俊夫 教授 
 機械工学第三講座（S34-38） 機械工学第一講座（S37-38） 精密機械要素講座（S37-50） 
 伝熱工学講座（S38-40） 熱力学講座（S38-54） 機械要素講座（S50-54） 
 潤滑油圧工学講座（S40-H02） 
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 岡村健二郎 教授 遠藤吉郎 教授 大矢根守哉 教授 
 自動機械講座（S37-50） 塑性力学講座（S37-40） 機械工学第六講座（S37-38） 
 生産工学講座（S50-63） 機械材料学講座（S40-57） 機械材料学講座（S38-40） 
   機械設計学講座（S40-50） 
   塑性加工学講座（S50-61） 

 

筆者の一人（牧野）はたまたま初代の朝永正三先生の担任された講座につながる

講座に長くいたので、先生の肖像写真に接する機会が多くありました[14-16]。そ

の写真からは明治の教授の威厳を感じてきていました。その後戦前までに教授に

就任された先生方の写真からも、朝永先生が発しておられた明治の雰囲気が感じ

られます。戦後に教授に就任された先生方については、自身が講義を受け、また、

ことばを交わす機会にも恵まれたためか、その写真からは威厳というより親近感

を覚えます。読者の皆さんには、写真からどのような印象を受けられたでしょう

か？ 

 この記事の最後に、参考文献[1-20]を発行年月日順に列挙します。その文献の項に

は、大学史や教室の小史などの正史とも見做される書のみならず、教室あるいは教授

に関係のあたりについて書かれたいわば外史をも含めています。文献[1-20]の筆者・

編者殿には篤く感謝申しあげます。 
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